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Chapter 1: 概要

MQ Recovery Kit テクニカルドキュメンテーション

SIOS Protection Suite for Linux WebSphereMQRecovery Kitは、WebSphereMQキューマネージャとキューマ

ネージャのストレージ場所に、耐障害性保護を提供します。このキットを使用すると、プライマリWebSphereMQ
サーバまたはキューマネージャ上で障害が発生した場合、人手の介入なしに迅速にプライマリサーバまたは指

定のバックアップサーバで復旧することが可能です。

ドキュメントの内容

このガイドでは次の事項について説明します。

l SIOS Protection Suiteドキュメンテーション。SPS for Linuxのドキュメンテーションの一覧と入手場所を

記載します。

l 略語。本ドキュメンテーション全体で使用される略語の一覧およびその意味を記載します。

l 要件。WebSphereMQRecovery Kitを適切に設定、インストール、運用する上で必要なハードウェアと

ソフトウェアを説明します。SPS for Linux ソフトウエアをインストールまたはアンインストールする方法の具

体的な手順については、SIOS Protection Suiteインストールガイド を参照してください。

l WebSphereMQRecovery Kitの概要。WebSphereMQRecovery Kitの特徴および機能の概要と、こ

のRecovery KitでサポートされるWebSphereMQソフトウェアのバージョンの一覧を示します。

l WebSphereMQを設定する際の考慮事項。設定上の問題の概要と、WebSphereMQRecovery Kit
でサポートされるファイルシステムのレイアウトを示します。

l LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定。WebSphereMQのインストール手順とLifeKeeperととも
に使用するための設定手順を示します。

l リソース作成後の設定変更。WebSphereMQの設定変更がLifeKeeperWebSphereMQのリソース階

層に与える影響に関する情報を記載します。

l WebSphereMQの設定例。一般的な WebSphereMQ設定の例と、WebSphereMQリソースの設定

手順を示します。

l LifeKeeperの設定作業。LifeKeeper GUIを使用してWebSphereMQリソース階層を作成および管理

するための作業を説明します。

l WebSphereMQのトラブルシューティング。情報メッセージとエラーメッセージ、および推奨される対処方法

の一覧を示します。

l 付録。WebSphereMQの設定ファイルの例と、WebSphereMQインストールを計画するために使用でき

る設定シートが含まれます。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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SPS ドキュメンテーション

SPS ドキュメンテーション

以下は、SIOS Technology Corpが公開しているSPS関連情報の一覧です。

l SPS for Linux リリースノート

l SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーション

l SIOS Protection Suiteインストールガイド

l Optional Recovery Kit ドキュメンテーション

l SPS for Linux IP Recovery Kit管理ガイド

このドキュメンテーションと、その他のSPS Recovery Kitに関連するドキュメンテーションは、以下のWebサイトで

入手できます。

http://docs.us.sios.com/

参考ドキュメント

以下は、本書全体で参照したWebSphereMQ関連のドキュメントです。

l WebSphereMQ for LinuxV6.0 Quick Beginnings (GC34-6480-01)

l WebSphereMQ for Linux V7.0 Quick Beginnings (GC34-6924-01)

l WebSphereMQSystem Administration Guide (SC34-6068-02)

l WebSphereMQ - Detailed System Requirements
(http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?rs=171&uid=swg27006467)

l WebSphereMQマニュアルの内容 (/usr/man)

本ドキュメンテーションは、以下のWebSphereMQ Libraryで入手できます。

http://www.ibm.com/software/integration/wmq/library/

略語

本ドキュメンテーション全体で、使用される略語は次のとおりです。

略語 意味

HA Highly Available, High Availability (高可用性 )

QMDIR

WebSphereMQ queuemanager directory.このディレクトリは、キューマネージャのパーシステント

キューデータを格納します。一般的に、/var/mqm/qmgrs内に、キューマネージャー名をサブ

ディレクトリ名として配置されます。このディレクトリの正確な場所は、グローバル設定ファイル

mqs.ini内で指定されます。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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略語

略語 意味

QMLOGDIR

WebSphereMQ queuemanager log directory.このディレクトリは、キューマネージャのログデータ

を格納します。一般的に、/var/mqm/log内に、キューマネージャー名をサブディレクトリ名と

して配置されます。このディレクトリの正確な場所は、キューマネージャ設定ファイル

(QMDIR/qm.ini)内で指定されます。

MQUSER
すべてのWebSphereMQコマンドを実行するオーペレーティングシステムのユーザ。このユーザ

は、QMDIRの所有者です。このユーザは、MQGROUP管理グループmqm (下記を参照 )のメ

ンバである必要があります。

MQGROUP MQUSERが参加すべきオペレーティングシステムのユーザーグループ。このグループの名前

は、mqmである必要があります。

UID オペレーティングシステムユーザの数値 ID。

GID オペレーティングシステムユーザグループの数値グループ ID。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Chapter 2: 要件

WebSphereMQRecovery Kitをインストールする前に、SPSの設定が次の要件を満たしている必要がありま

す。SPSハードウェアおよびソフトウェアの設定に関する具体的な手順については、SIOS Protection Suite管
理ガイドを参照してください。

ハードウェア要件

l サーバ。Recovery Kitには、SIOS Protection Suiteインストールガイドに記載の要件に従って設定され

た 2台以上のサーバが必要です。サポートされる Linuxディストリビューションについては、Linuxの設定 を

参照してください。

l データストレージ。WebSphereMQRecovery Kitは、共有ストレージとDataKeeper製品によって提供さ

れる複製されたストレージの両方と組み合わせて使用できます。また、Network Attached Storage
(NAS)と使用することもできます。

ソフトウェア要件

l SPS ソフトウェア。各サーバにインストールするSPSソフトウェアおよびパッチのバージョンは同じにする必

要があります。

l LifeKeeper WebSphere MQ Recovery Kit。WebSphereMQ v7.1以降を実行するシステムに

は、WebSphereMQRecovery Kitバージョン 7.5.1以降が必要です。

l LifeKeeper IP Recovery Kit。各サーバのLifeKeeper IP Recovery Kitのバージョンは同じにする必要

があります。

l IP ネットワークインターフェース。各サーバは、イーサーネット TCP/IPをサポートするネットワークインター

フェースを 1つ以上必要とします。 IPスイッチオーバが正しく動作するには、ローカルネットワークに接続さ

れているユーザシステムが標準のTCP/IP仕様に準拠している必要があります。

注記 :各サーバが必要とするネットワークインターフェースが1つだけであっても、異種メディア要件、スルー

プット要件、単一障害点の排除、ネットワークのセグメンテーションといった多くの理由のために、複数の

インターフェースを使用すべきです。

l TCP/IP ソフトウェア。各サーバは TCP/IPソフトウェアも必要とします。

l WebSphere MQ ソフトウェア。 IBMWebSphereMQは、別途 IBMから注文する必要があります。サ

ポートされるWebSphereMQのバージョンについては、SPS リリースノートを参照してくださ

い。WebSphereMQソフトウエアは、WebSphereMQRecovery Kitをインストールする前にクラスタの各

サーバにインストールする必要があります。WebSphereMQRecovery Kitを正常にインストールするに

は、次のWebSphereMQパッケージがインストールされている必要があります。

MQSeriesServer、MQSeriesSamples、MQSeriesClient、MQSeriesRuntime、MQSeriesSDK

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Recovery Kitのインストール

IBMWebSphereMQバージョン 7.0.1 Fix Pack 6以降、複数のバージョンのWebSphereMQ (例 :
MQバージョン 7.0.1 Fix Pack 6と7.1)を同一サーバ上でインストールおよび実行できるようにする

新機能が導入されました。この機能 (マルチインスタンスサポート )は、WebSphereMQRecovery
Kitでは現在サポートされていません。マルチインスタンス機能の一部として導入された単一の

IBMWebSphereMQインストールバージョン内で複数のキューマネージャを保護する機能

と、mqs.ini内でのDataPathパラメータの使用は、このバージョンのリカバリキットでサポートされ

ています。

l オプションのC コンパイラ。WebSphereMQRecovery Kitには、WebSphereMQサンプルパッケージ内の

修正版 amqsget0.cサンプルプログラムが含まれています。このプログラムは、デフォルトの15秒のタイ

ムアウトではなく、0秒のタイムアウトに対応するよう修正されました。このプログラムは、キューマネージャ

のPUT/GETテストを実行するために使用されます。このプログラムはRPMのインストール中にコンパイル

されるため、C コンパイラがインストールされ、rootユーザのPATHに配置されている必要があります。

l Syslog.pm。WebSphereMQリソースで syslogログを使用するには、PerlモジュールのSyslog.pmがイ

ンストールされている必要があります。このモジュールは、標準のPerlディストリビューションに含まれている

ため、別途インストールする必要はありません。

Recovery Kitのインストール

SPS for Linux ソフトウェアのインストールおよび削除する方法の詳細については、SIOS Protection Suiteインス

トールガイドを参照してください。

LifeKeeper クラスタの IBM WebSphere MQ V7へのアップグレード

1. WebSphereMQRecovery Kitを含むクラスタ内のすべてのノード上のSPSを、SIOS Protection Suiteイ
ンストールガイド の「Upgrading SPS」セクションに記載の手順に従ってアップグレードします。

2. 各 IBMWebSphereMQリソース階層を、クラスタ内のすべてのスタンバイノード (QueueManagerが現在

実行中でないノード )から拡張解除します。この手順により、各 IBMWebSphereMQリソースはプライマ

リノードのみで実行されます (この時点で、手順 5を完了するまで、障害からのLifeKeeper保護はなくな

ります)。

3. クラスタ内の各ノード上の IBMWebSphereMQソフトウェアを以下の手順でアップグレードします。

a. 1つまたは複数のLifeKeeper IBMWebSphereMQリソース階層がノード上で in service
の場合、 IBMWebSphereMQソフトウェアのアップグレード前に out of serviceにしなけれ

ばなりません。

b. IBMWebSphereMQV7アップグレード手順に従ってください。これには、少なくとも次の手

順が含まれています (ただし、以下に限定されません)。

i. キューマネージャまたはリスナーが実行中でないことを確認する

ii. IBMWebSphereMQ v6アップグレード /アップデート /パッチをすべてアンイン

ストールする

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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LifeKeeperクラスタの IBMWebSphereMQV7へのアップグレード

iii. LifeKeeper MQRecovery Kitの依存性を避けるため、rpmの「--nodeps」
オプションを使用して、 IBMWebSphereMQ v6ベースパッケージをすべてア

ンインストールする

iv. IBMWebSphereMQV7 (すべてのアップグレード /アップデート /パッチを含

む)をインストールする

4. IBMWebSphereMQV7ソフトウェアがクラスタ内の各ノードにインストールされたら、LifeKeeper IBM
WebSphereMQリソース階層を in serviceにし (リストア)、各 QueueManagerの動作を確認します。

5. 各 IBMWebSphereMQリソース階層をそのスタンバイノードに再度拡張します。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Chapter 3: WebSphere MQ Recovery Kit の概要

WebSphereMQ (旧 MQSeries)は、 IBMのソフトウェア製品で、一度だけの信頼性の高いメッセージ配信を行

います。WebSphereMQの中核要素は、メッセージを出し入れするための多数のキューを処理するキューマネー

ジャです。メッセージがキューに追加されると、メッセージは確実にパーシステントになり、一度だけ配布されます。

WebSphereMQRecovery Kitを使用すると、コマンドサーバ、リスナー、およびパーシステントキューマネージャ

データを含むWebSphereMQキューマネージャを LifeKeeperで保護できます。キューマネージャリスナーの保護

は、オプションでキューマネージャごとに無効化できます。これにより、クライアント接続を扱わない設定に対応し

たり、LifeKeeperのリカバリを発動させることなく管理者がリスナーをシャットダウンしたりできます。

WebSphereMQRecovery Kitは、保護対象のWebSphereMQキューマネージャを、障害の発生したプライマ

リサーバからバックアップサーバにリカバリする仕組みを提供します。LifeKeeperはサーバレベル (ハートビートによ

る)またはリソースレベル (WebSphereMQデーモンの監視による)で障害を検知して、保護対象のWebSphere
MQサービスの管理をバックアップサーバに移譲します。

WebSphere MQ リソース階層

一般的に、WebSphereMQ階層は、WebSphereMQキューマネージャリソースによって構成されます。また、

ファイルシステム構成や IP リソースの有無に応じて、1つまたは複数のファイルシステムリソースが含まれます。具

体的な階層構成は、保護する内容によって変わります。 IP リソースをWebSphereMQリソース階層に含める

場合、WebSphereMQキューマネージャリソースを作成する前に管理者はその IPを作成し、またその IP リソー

スをプライマリサーバ上でアクティブにする必要があります。ファイルシステム階層は、WebSphereMQキューマネー

ジャリソースの作成中に自動的に作成されます。

図 1一般的な WebSphereMQ階層 (シンボリックリンク)

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Recovery Kitの機能

図 2一般的な WebSphereMQ階層 (LVM設定 )

Recovery Kitの機能

WebSphereMQRecovery Kitは、次の機能を提供します。

l アクティブ /アクティブ設定のサポート

l LINEARおよびCIRCULARログ (自動検出 )のサポート

l サーバ接続およびクライアント接続によるエンドツーエンドアプリケーション健全性チェックのサポート

l オプションのPUT/GETテスト (テストキューをGUI とコマンドラインで定義可能 )のサポート

l カスタマイズ可能なログレベルのサポート

l LifeKeeperでサポートされるすべてのストレージタイプをサポート

l オプションのリスナー保護のサポート (デフォルトで有効 )

l 追加のsyslogメッセージログ (ログ機能 local7)のサポート

l 複数レベルのコマンドサーバ保護 (デフォルトは「full」レベル)

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 10



Chapter 4: WebSphere MQ を設定する際の考慮事項

本セクションでは、WebSphereMQの設定を開始する前に考慮すべき事項について説明します。ま

た、WebSphereMQを LifeKeeperキューマネージャで設定および保護するための操作手順を示します。

WebSphereMQをSPSでLinuxディストリビューションにインストールする方法については、「WebSphereMQ for
Linux VX Quick Beginnings」を参照してください (Xはお使いのWebSphereMQのバージョンで、6.0、7.0または

7.1のいずれか)。

設定の要件

LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定セクションには、LifeKeeperでキューマネージャを保護するための

手順が記載されています。一般的に、LifeKeeperとともに使用するWebSphereMQキューマネージャを正しく

設定するには、次の要件が満たされている必要があります。

1. カーネルパラメータの設定。Linux カーネルパラメータ(共有メモリやその他のカーネルリソースなど)の設定

方法については、WebSphereMQ設定を参照してください。

2. MQUSER および MQGROUP。MQGROUPおよびMQUSERは、クラスタのすべてのサーバ上に存在する必要

があります。オペレーティングシステムコマンドのadduserおよびgroupaddを使用して、MQUSERおよび

MQGROUPを作成してください。さらに、MQUSERプロファイルをアップデートして、MQインストール場所を

PATH環境変数に追加する必要があります。その記述にはWebSphereMQ実行ファイルの場所 (通
常 /opt/mqm/bin)を含め、/usr/binの前に配置する必要があります。これは、LifeKeeperが
MQUSERとして実行されているときにWebSphereMQコマンドを実行できるようにするために必要です。

3. MQUSER UID および MQGROUP GID。各 WebSphereMQキューマネージャは、MQUSERとして実行され

る必要があり、MQUSER UIDおよびMQGROUP GIDは、クラスタ内のすべてのサーバ上で同一である必

要があります (例 :ユーザ名 : mqm、UID 10000)。リカバリキットは、MQUSERがすべてのサーバ上で同じ

UIDを持つか、およびMQUSERがMQGROUPグループに含まれることをテストします。

4. コマンドサーバの手動起動。LifeKeeperによってコマンドサーバを起動するには、プライマリサーバ上で、

次のコマンドを使用してコマンドサーバの自動起動を無効にします。この手順を行わない場合、キューマ

ネージャの起動時にコマンドサーバが自動的に起動されます。

runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME
ALTER QMGR SCMDSERV(MANUAL)

5. QMDIR および QMLOGDIR が共有ストレージ上にあること。キューマネージャディレクトリQMDIRおよび

キューマネージャログディレクトリQMLOGDIRは、LifeKeeperでサポートされた共有ストレージ上にある必

要があります。これにより、バックアップサーバ上のWebSphereMQがデータにアクセスできます。詳細につ

いては、サポートされるファイルシステムレイアウトを参照してください。

6. QMDIRおよびQMLOGDIR の権限。QMDIRおよびQMLOGDIRディレクトリは、MQUSERとMQGROUPグルー

プに所有されている必要があります。ARKは、ディレクトリの所有者を参照して MQUSERを自動的に決
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設定の要件

定します。また、シンボリックリンクを検出し、最終ターゲットに到達します。必要な場合、システムコマン

ド chownを使用して、これらのディレクトリの所有者を変更してください。

7. キューマネージャの自動起動を無効化。initスクリプトを使用してWebSphereMQを起動および停止

している場合、LifeKeeperで保護するキューマネージャでは、そのスクリプトを無効化してください。init
スクリプトを無効化するには、オペレーティングシステム提供の機能を使用します。たとえば、SuSEでは

insserv、RedHatでは chkconfigです。

8. サーバ接続チャネルの作成。MQバージョン 7.1以降では、MQのチャネル認証を変更するには、デフォ

ルトのチャネルSYSTEM.DEF.SVRCONN以外が使用され、指定のチャネルで

SYSTEM.AUTO.SVRCONNユーザーが有効になっていることが必要になりました。チャネルの作成方法に

ついては、WebSphereMQドキュメンテーションを参照してください。

9. MQSeriesSamples、MQSeriesSDK、およびMQSeriesClient パッケージ。LifeKeeperは、We-
bSphereMQへのクライアント接続を使用して、リスナーとチャネルイニシエータが完全に機能していること

を確認します。これは、リモートのキューマネージャおよびクライアントがキューマネージャに接続するための

要件です。そのため、MQSeriesClientパッケージが、WebSphereMQを実行するすべての

LifeKeeperクラスタノード上にインストールされている必要があります。また、MQSeriesSDKおよび

MQSeriesSamplesパッケージは、クライアント接続テストとPUT/GETテストを実行するためにインス

トールされている必要があります。

10. オプションのC コンパイラ。オプションのPUT/GETテストを実行するためには、C コンパイラがマシン上にイ

ンストールされている必要があります。C コンパイラがない場合、インストール中に警告が発生します。

11. LifeKeeper のテストキュー。WebSphereMQRecovery Kitは、オプションで PUT/GETテストを実行して

キューマネージャの動作を確認します。リカバリキットはすべてのメッセージをこのキューから取得して破棄

するため、専用のテストキューが作成されている必要があります。このキューでは、デフォルトのパーシスタ

ンス設定が「yes」(DEFPSIST=yes)に設定されている必要があります。キューマネージャを LifeKeeperで
保護している場合、「LIFEKEEPER.TESTQUEUE」という名前のテストキューが自動的に作成されま

す。また、次のコマンドを使用して、キューマネージャを保護する前に手作業でテストキューを作成するこ

ともできます。

su - MQUSER
runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

define qlocal(LIFEKEEPER.TESTQUEUE) DEFPSIST(YES) DESCR
(‘LifeKeeper test queue’)

注記 :デフォルトの「LIFEKEEPER.TESTQUEUE」以外の名前をテストキューに付けるには、この

テストキューの名前を設定する必要があります。詳細については、リソースプロパティ設定の編集

を参照してください。

12. リスナーオブジェクト用の TCP ポート。WebSphereMQ v6以降では、リスナーオブジェクトを runmqscを

介して変更して使用中のTCPポートを反映します。次のコマンドを使用して、デフォルトリスナーのTCP
ポートを変更します。

su - MQUSER
runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

alter LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP)
PORT(1414) IPADDR(192.168.1.100)

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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サポートされるファイルシステムレイアウト

注記 : リスナーオブジェクトは、デフォルトのMQリスナーTCPポート 1414を使用する場合も変更

が必要ですが、特定の IPアドレス (IPADDR)を指定する必要はありません。IPADDRを設定しな

い場合、リスナーはサーバ上のすべてのインターフェースにバインドされます。IPADDRを設定した

場合は、IPADDRで定義されたアドレスを使用して LifeKeeperで仮想 IP リソースを作成すること

を強く推奨します。そうすることによって、MQリスナーの起動時に確実に IPアドレスを使用できま

す。

13. TCP ポート番号。各 WebSphereMQリスナーは、異なるポート (デフォルトで 1414)を使用するか、すべ

てのインターフェースにバインドされたリスナーがない状態で異なる仮想 IPにバインドする必要がありま

す。これには、クラスタ内の保護されたキューマネージャと保護されていないキューマネージャが含まれま

す。

14. mqs.ini で設定されたキューマネージャ。アクティブ /アクティブ設定では、各サーバは、グローバルキュー

マネージャー設定ファイルmqs.iniのコピーをそれぞれ保持しています。保護されたキューマネージャをク

ラスタ内のすべてのサーバ上で実行するには、キューマネージャがクラスタ内のすべてのサーバ上の

mqs.ini設定ファイルに設定されている必要があります。適切な QueueManager:スタンザをプライマリ

サーバからコピーして、すべてのバックアップサーバ上のmqs.ini設定ファイルに追加します。

サポートされるファイルシステムレイアウト

共有ストレージシステムとファイルシステムレイアウトに応じて、3つの異なる設定がサポートされています。各設

定の違いは、ファイルシステムレイアウトにあります。次のセクションでは、サポートされるファイルシステムレイアウト

について説明します。

設定 1 -共有ストレージ上の /var/mqm
この設定では、/var/mqmディレクトリ全体が、LifeKeeperでサポートされる共有ストレージ

(SCSI、SAN、NAS、または複製されたストレージ)にマウントされます。

注記 : これは、アクティブ /パッシブ設定でのみ動作します。
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設定 2 -直接マウント

図 3 - ファイルシステムレイアウト 1 -共有ストレージ上の /var/mqm

設定 2 -直接マウント

この設定では、QMDIRディレクトリとQMLOGDIRディレクトリは、共有ストレージ上にあります。これには、2つの

専用 LUNまたはパーティションを用意するか、各キューマネージャで LVMを使用する必要があります。LVMを

使用する場合、同一のLUNから 2つの論理ボリュームを作成でき、2つのディレクトリに個別にマウントできま

す。
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設定 3 -シンボリックリンク

図 4 -ファイルシステムレイアウト 2 -直接マウント

設定 3 -シンボリックリンク

LVMを使用せず、多数のキューマネージャを使用するアクティブ /アクティブ設定では、シンボリックリンクの使用を

推奨します。この場合、1つまたは複数の専用マウントポイントが作成されます (例 : /mq)。LifeKeeperで保護

された 1つのファイルシステムをそこにマウントし、各キューマネージャ用にサブディレクトリを作成します (例 :
/mq/QUEUE!MANAGER!NAME/logおよび/mq/QUEUE!MANAGER!NAME/qmgrs)。その後、QMDIRディレク

トリおよびQMLOGDIRディレクトリを、この場所にリンクします。
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設定 4 -マルチインスタンスのキューマネージャ

図 5 -ファイルシステムレイアウト 3 -シンボリックリンク

設定 4 -マルチインスタンスのキューマネージャ

キューマネージャ作成中にデータファイルディレクトリをデフォルトの/var/mqm/qmgrs以外の場所に指定する

(crtmqm -md DataPath)アクティブ /スタンバイ設定またはアクティブ /アクティブ設定に推奨されます。この機

能は、WebSphereMQVersion 7.0.1のFix Pack 6以降で使用できます。このWebSphereMQ機能を使用す

ると、複数のMQを 1台のサーバ上にインストールできます (例 : WebSphereMQ 7.0とMQ7.1)。現

在、Recovery Kitは、1台のサーバ上に 1つのバージョンのWebSphereMQインストールのみをサポートしていま

すが (例 : 7.0と7.1いずれかは可能だが両方は不可 )、マルチインスタンスに対応したWebSphereMQリリース

で提供される mqs.iniファイルのDataPathパラメータはサポートしています。この設定では、mqs.iniファイル

は、クラスタ内の各ノード間で同期する必要があります。各キューマネージャのデータディレクトリと、関連するログ

ディレクトリは、mqs.iniファイル内に記載されているQueueManager DataPathディレクティブ情報に従い、共

有 LUN上に置かれます (データとログ用にそれぞれ 1つのLUNか、両方のディレクトリを同一のLUNに)。この

設定は、設定 2と似ていますが、設定 4の直接マウントは /var/mqmの中にない点が異なります。
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LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定

図 6 -ファイルシステムレイアウト 4 -マルチインスタンスのキューマネージャ

LifeKeeper使用時のWebSphere MQ の設定

LifeKeeper for Linux WebSphereMQリソース階層の作成を開始する前に実施すべきWebSphereMQの設定

上の考慮事項は多数あります。これらの変更は、Recovery KitがPUT/GETテストを実行し、WebSphereMQ
パーシステントデータに高可用性を提供するために必要です。WebSphereMQキューマネージャは、リモートクラ

イアントリクエストを TCP/IPを使って処理するため、仮想 IP リソースをWebSphereMQリソース階層を作成す

る前に作成しておく必要があります。次の作業を実行し、LifeKeeperWebSphereMQリソース階層を作成でき

るようにします。

1. インストールの計画をします (付録 Cを参照 )。

WebSphereMQをインストールする前に、インストールの計画をする必要があります。これに

は、MQUSER、MQUSER UID、MQGROUP GIDの選択が含まれます。また、使用するファイルシス

テムレイアウトも決定しなければなりません (サポートされるファイルシステムレイアウトを参照 )。この

プロセスをスムーズに行うため、SIOS Technology Corp.では、必要なすべての情報を記入できる

フォームを提供しています。付録 C –WebSphereMQ設定シートを参照してください。インストー

ル手順の準備として、このフォームに記入してください。

2. 各サーバでカーネルパラメータを設定します。

WebSphereMQでは、共有メモリなど、特別な Linux カーネルパラメータ設定を必要とする場合
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LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定

があります。お使いのリリースのWebSphereMQの『WebSphereMQQuick Beginnings Guide』 を

参照し、WebSphereMQを実行するための最小要件を確認してください。カーネルパラメータの

変更が再起動後も残るようにするためには、/etc/sysctl.conf設定ファイルを使用できま

す。コマンド sysctl -pを起動スクリプト (boot.local)に追加する必要がある場合がありま

す。SuSEでは、insserv boot.sysctlを実行して sysctl.confファイル内のパラメータの

自動設定を有効化できます。

3. 各サーバ上で MQUSERおよびMQGROUPを作成します。

オペレーティングシステムコマンド groupaddおよびadduserを使用して、MQUSER と

MQGROUPを作成します。そのUID とGIDは、手順 1で使用した『WebSphereMQ設定シー

ト』に記載されています。

選択した MQUSERの名前がmqmで、UID 1002を持ち、MQGROUP GIDが1000の場合、クラ

スタ内の各サーバ上で次のコマンドを実行できます (実際の設定に合わせて MQUSER、UID、GID
の値を変更してください)。

groupadd -g 1000 mqm
useradd -m -u 1002 -g mqm mqm

注記 : NISまたは LDAPを実行中の場合、ユーザとグループは一度だけ作成してください。中央

ホームディレクトリサーバがない場合、ホームディレクトリを作成する必要がある場合があります。

4. PATH環境変数を設定します。

PATH環境変数を、WebSphereMQバイナリディレクトリを含むように設定します。これ

は、LifeKeeperがMQUSERとして実行されているときにWebSphereMQコマンドを実行できるよう

にするために必要です。

export PATH=/opt/mqm/bin:$PATH:

5. 必要なパッケージをインストールして、WebSphereMQを各サーバ上にインストールします。

MQSeries インストールでは、ライセンスのアクティベーション (mqlicense_lnx.sh)のためにX11
ライブラリとJavaが必要です。必要なソフトウェアパッケージをインストールします。

6. WebSphereMQソフトウェアとWebSphereMQのFix Packを各サーバにインストールします。

お使いのWebSphereMQリリースの『WebSphereMQ for Linux Quick Beginnings Guide』に記載

されている手順に従ってください。

7. サーバ接続チャネルをMQGUIで作成します。MQバージョン 7.1以降の場合、デフォルトのサーバ接続

チャネル (SYSTEM.DEF.SVRCONNおよびSYSTEM.AUTO.SVRCONN)は使用できません。チャネルの作

成方法については、WebSphereMQドキュメンテーションを参照してください。

8. MQバージョン 7.1以降を使用する場合、MQ内の指定したチャネルでMQADMINユーザを有効化して

ください。

9. LifeKeeperとWebSphereMQRecovery Kitを各サーバにインストールします。

SPSをインストールする方法については、SIOS Protection Suiteインストールガイドを参照してく

ださい。

10. 共有ストレージを準備し、その共有ストレージをマウントします。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定

サポートされるファイルシステムレイアウトについては、サポートされるファイルシステムレイアウトを参

照してください。ファイルシステムレイアウトとストレージタイプに応じて、ボリュームグループの作成、

論理ボリューム、ファイルシステムの作成、またはNFS共有のマウントが必要です。

以下は、NASストレージを使用するファイルシステムレイアウト 2の例を示しています。

node1:/var/mqm/qmgrs # mkdir TEST\!QM
node1:/var/mqm/qmgrs # mkdir ../log/TEST\!QM
node1:/var/mqm/qmgrs # mount
192.168.1.30:/raid5/vmware/shared_NFS/TEST.QM/qmgrs
./TEST\!QM/
node1:/var/mqm/qmgrs # mount
192.168.1.30:/raid5/vmware/shared_NFS/TEST.QM/log
../log/TEST\!QM/

11. QMDIRとQMLOGDIRの所有者とグループを MQUSERとMQGROUPに設定します。

QMDIRとQMLOGDIRは、MQUSERとMQGROUPに所有されている必要があります。次のコマンドを

使用して、ファイルシステム権限を設定してください。

chown MQUSER QMDIR
chgrp mqm QMDIR
chown MQUSER QMLOGDIR
chgrp mqm QMLOGDIR

MQUSER、QMDIR、QMLOGDIRの値は、お使いのファイルシステムレイアウトとMQUSERのユーザ名

によって異なります。手順 1のシートを使用して、正しい値を決定してください。

以下は、MQUSER mqm、およびキューマネージャTEST.QM で、デフォルトのQMDIRおよび

QMLOGDIRを使用する場合の例を示しています。

node1:/var/mqm/qmgrs # chown mqm TEST\!QM/
node1:/var/mqm/qmgrs # chgrp mqm TEST\!QM/
node1:/var/mqm/qmgrs # chown mqm ../log/TEST\!QM/
node1:/var/mqm/qmgrs # chgrp mqm ../log/TEST\!QM/

12. キューマネージャをプライマリサーバ上に作成します。

『WebSphereMQSystem Administration Guide』および『WebSphereMQ for Linux VX Quick
Beginnings』のドキュメンテーションに記載されている手順に従って、キューマネージャを作成しま

す。ここで、Xは、WebSphereMQのバージョンに応じて 6.0またはそれ以降です。

以下は、MQUSER mqmとキューマネージャTEST.QMの例を示しています。

node1:/var/mqm/qmgrs # su - mqm
mqm@node1:~> crtmqm TEST.QM
WebSphere MQ queue manager created.
Creating or replacing default objects for TEST.QM.
Default objects statistics : 31 created. 0 replaced. 0
failed.
Completing setup.
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LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定

Setup completed.

注記 :すでに存在するキューマネージャを保護する場合、次の手順に従って、キューマネージャを

共有ストレージに移動してください。

a. キューマネージャを停止します (endmqm -i QUEUE.MGR.NAME)。

b. キューマネージャディレクトリおよびキューマネージャログディレクトリの中身を手順 9で作成した共

有ストレージにコピーします。

c. グローバル設定ファイル (mqs.ini)およびキューマネージャ設定ファイル (qm.ini)を必要に応じ

て変更し、QMDIRとQMLOGDIRの新しい場所を設定します。

d. キューマネージャを起動して、機能を確認します (strmqm QUEUE.MGR.NAME)。

e. キューマネージャを停止します (endmqm -i QUEUE.MGR.NAME)。

13. オプション:仮想 IP リソースをプライマリサーバ上のLifeKeeperで設定します。

SPS for Linux IP Recovery Kit管理ガイド およびSIOS Protection Suiteインストールガイド に記

載の手順とガイドラインに従ってください。

注記 :サーバ接続によってのみキューマネージャにアクセスする場合、LifeKeeper仮想 IPを設定

する必要はありません。

14. WebSphereMQ v6以降の場合 : リスナーオブジェクトをお使いのTCPポートに合わせて変更します。

su – MQUSER
runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

alter LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP) PORT(1414)
IPADDR(192.168.1.100)

注記 :手順 13で使用した IPアドレスと同じアドレスを使用して IPADDRの値を設定しま

す。IPADDRは、WebSphereMQがすべてのアドレスをバインドするよう設定してはなりません。

15. プライマリサーバ上のキューマネージャを起動します。

プライマリサーバ上で、キューマネージャ、コマンドサーバ (手動起動に設定されている場合 )、リス

ナーを起動します。

su – MQUSER
strmqm QUEUE.MANAGER.NAME
strmqcsv QUEUE.MANAGER.NAME
runmqlsr –m QUEUE.MANAGER.NAME –t TCP &

16. キューマネージャが正常に起動したことを確認します。

su – MQUSER
echo ‘display qlocal(*)’ | runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

17. キューマネージャのスタンザを、バックアップサーバ上のグローバルキューマネージャ設定ファイルmqs.ini
に追加します。
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リソース作成後の設定変更

注記 : この手順は、ファイルシステムレイアウト 2と3で必要です。

18. オプション: LifeKeeperテストキューを、プライマリサーバ上に作成します。

runmqsc TEST.QM
5724-B41 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2002. ALL RIGHTS
RESERVED.
Starting MQSC for queue manager TEST.QM.
define qlocal(LIFEKEEPER.TESTQUEUE) defpsist(yes) descr
('LifeKeeper test queue')
1 : define qlocal(LIFEKEEPER.TESTQUEUE) defpsist(yes)

descr('LifeKeeper test queue')
AMQ8006: WebSphere MQ queue created.

19. LifeKeeperによってコマンドサーバを起動するには、プライマリサーバ上で、次のコマンドを使用してコマン

ドサーバの自動起動を無効にします。この手順を行わない場合、キューマネージャの起動時にコマンド

サーバが自動的に起動されます。

su – MQUSER
runmqsc TEST.QM
ALTER QMGR SCMDSERV(MANUAL)

20. キューマネージャリソース階層をプライマリサーバ上に作成します。

詳細については、 LifeKeeperの設定作業を参照してください。

21. キューマネージャリソース階層をバックアップシステムに拡張します。

詳細については、 LifeKeeperの設定作業を参照してください。

22. 設定をテストします。

HAWebSphereMQインストールをテストするには、WebSphereMQリソース階層のテストに記載

されている手順に従ってください。

リソース作成後の設定変更

SPSWebSphereMQRecovery Kitは、WebSphereMQコマンドを使用してキューマネージャを起動および停

止します。以下に示すのは、このルールに対するいくつかの例外です。

QMDIR と QMLOGDIRの再配置

QMDIRとQMLOGDIRの場所が変わった場合、LifeKeeperの設定を変更する必要があります。設定は、次のい

ずれかの方法で変更できます。

1. キューマネージャのリソース階層を再作成する。

この方法を行うには、キューマネージャ階層の削除と、キューマネージャ階層の作成が必要です。

詳細については、「WebSphereMQリソース階層の削除」および「WebSphereMQリソース階層

の作成」を参照してください。
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リスナーポートの変更

2. ファイルシステム階層を手作業で新規作成し、その新しいファイルシステム階層をWebSphereMQ階

層に追加する。古いファイルシステム階層をWebSphereMQ階層から削除し、古いファイルシステム階

層を削除します。ファイルシステム階層を作成および削除する方法については、SIOS Protection Suite
インストールガイドを参照してください。

リスナーポートの変更

キューマネージャのリスナーポートを変更するには、以下の手順を実行してください。

runmqsc内のリスナーオブジェクトを変更した後、リスナーを停止し、起動してください。

su – MQUSER
runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

alter LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP) PORT(1415)
stop LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP)
start LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP)

詳細については、リソースプロパティ設定の編集を参照してください。

キューマネージャの IPの変更

WebSphereMQキューマネージャに関連する LifeKeeperで保護されている IPを変更するには、次の手順を実

行します。

1. LifeKeeper GUIで新しい LifeKeeper仮想 IPを作成します。

2. 新しい仮想 IPをWebSphereMQ階層に追加します。

3. 古い仮想 IPをWebSphereMQ階層から削除します。

4. 古い仮想 IP リソースを削除します。

5. 必要な場合、runmqsc内のリスナーオブジェクトを変更し、リスナーを再起動します。

su – MQUSER
runmqsc QUEUE.MANAGER.NAME

alter LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP) TRPTYPE(TCP)
PORT(1414) IPADDR(192.168.1.101)
stop LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP)
start LISTENER(SYSTEM.DEFAULT.LISTENER.TCP)

別の方法として、LifeKeeperのlk_chg_value機能を使用して、 IPを変更できます。詳細に

ついては、lk_chg_value(8)マニュアルページを参照してください。

WebSphere MQ の設定例

本セクションでは、一般的な WebSphereMQ設定の定義と例を示します。各例には、LifeKeeperに適用され

る設定ファイルエントリが含まれています。
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共有ストレージ上の /var/mqmによるアクティブ /スタンバイ設定

共有ストレージ上の/var/mqmによるアクティブ /スタンバイ設定

アクティブ /スタンバイ設定では、Node1はプライマリLifeKeeperサーバです。このノードは、WebSphereMQ
キューマネージャを保護します。すべてのストレージは、クラスタサーバ間の共有アレイに置かれます。Node2は他

のアプリケーションやサービスを処理することができますが、LifeKeeperから見た場合は、WebSphereMQリソース

のバックアップとしてのみ機能します。ディレクトリ/var/mqmは、共有ストレージ上にあります。プライマリサーバ

は、処理可能な数のキューマネージャを上限なしで実行できます。

図 6ローカルストレージにおけるアクティブ /スタンバイ設定

設定に関する注記

l クライアントは、LifeKeeperで保護され、クラスタ内のサーバ間で浮動するよう指定された IP
192.168.1.100を使用して、WebSphereMQサーバに接続します。

l ディレクトリ/var/mqmは、共有ストレージ上にあります。

l 各キューマネージャにおいて、リスナーオブジェクトは一意のポート番号を含むよう変更されました。
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NASストレージにおけるアクティブ /スタンバイ設定

NASストレージにおけるアクティブ /スタンバイ設定

アクティブ /スタンバイ設定では、Node1はプライマリLifeKeeperサーバです。このノードは、WebSphereMQ
キューマネージャを保護します。すべてのストレージは、 IP 10.0.0.100のNASサーバ上にあります。Node2は他

のアプリケーションやサービスを処理することができますが、LifeKeeperから見た場合は、WebSphereMQリソース

のバックアップとしてのみ機能します。ディレクトリ/var/mqmは、NASサーバの IP 10.0.0.100から配置され、アク

ティブサーバのみにマウントされます。プライマリサーバは、処理可能な数のキューマネージャを上限なしで実行で

きます。
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設定に関する注記

図 7 NFSストレージにおけるアクティブ /スタンバイ設定

設定に関する注記

l クライアントは、LifeKeeperで保護され、クラスタ内のサーバ間で浮動するよう指定された IP
192.168.1.100を使用して、WebSphereMQサーバに接続します。

l ディレクトリ/var/mqmは、NASサーバ上にあります。

l アクティブサーバは、専用のネットワークインターフェースを使用して、ディレクトリ/var/mqmを IP
10.0.0.100を持つNASサーバからマウントします。

l 各ネットワークインターフェースには、ハートビートが設定されています。

l 各キューマネージャにおいて、リスナーオブジェクトは一意のポート番号を含むよう変更されました。

ローカルストレージにおけるアクティブ /アクティブ設定

以下のアクティブ /アクティブ設定において、Node1とNode2の両方がWebSphereMQリソースに対するプライマ

リLifeKeeperサーバです。各サーバは、互いにとってのバックアップサーバでもあります。この例では、Node1は
キューマネージャQMGR1のための共有ストレージアレイを保護します。Node2はキューマネージャQMGR2のため

の共有ストレージアレイをプライマリサーバとして保護します。さらに、各サーバは互いのためのバックアップサーバと

しても動作します。この例では、Node2はNode1上のキューマネージャQMGR1のためのバックアップであ

り、Node1は、Node2上のキューマネージャQMGR2のためのバックアップです。
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設定に関する注記

図 8ローカルストレージにおけるアクティブ /アクティブ設定

設定に関する注記

l クライアントは、LifeKeeper仮想 IP 192.168.1.100を使用して、キューマネージャQMGR1に接続します。

l クライアントは、LifeKeeper仮想 IP 192.168.1.101を使用して、キューマネージャQMGR2に接続します。

l 各ネットワークインターフェースには、ハートビートが設定されています。

l 各キューマネージャにおいて、リスナーオブジェクトは一意のポート番号を含むよう変更されました。

l QMGR1データは 2つの論理ボリュームが設定された共有ストレージ上の1つのボリュームグループにありま

す。各論理ボリュームには、QMDIRまたは QMLOGDIRにマウントされるファイルシステムが含まれます。

l QMGR2データは 2つの論理ボリュームが設定された共有ストレージ上の2次ボリュームグループにありま

す。各論理ボリュームには、QMDIRまたは QMLOGDIRにマウントされるファイルシステムが含まれます。
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NASストレージにおけるアクティブ /アクティブ設定

NASストレージにおけるアクティブ /アクティブ設定

以下のアクティブ /アクティブ設定において、Node1とNode2の両方がWebSphereMQリソースに対するプライマ

リLifeKeeperサーバです。各サーバは、互いにとってのバックアップサーバでもあります。この例では、Node1は
キューマネージャQMGR1のためのNFSマウントを保護します。Node2はキューマネージャQMGR2のためのNFS
マウントをプライマリサーバとして保護します。さらに、各サーバは互いのためのバックアップサーバとしても動作しま

す。この例では、Node2はNode1上のキューマネージャQMGR1のためのバックアップであり、Node1は、Node2
上のキューマネージャQMGR2のためのバックアップです。
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設定に関する注記

図 9 NFSストレージにおけるアクティブ /アクティブ設定

設定に関する注記

l クライアントは、LifeKeeper仮想 IP 192.168.1.100を使用して、キューマネージャQMGR1に接続します。

l クライアントは、LifeKeeper仮想 IP 192.168.1.101を使用して、キューマネージャQMGR2に接続します。

l 各サーバは、NASサーバにアクセスするために専用のネットワークインターフェースを持っています。

l 各ネットワークインターフェースには、ハートビートが設定されています。
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設定に関する注記

l 各キューマネージャにおいて、リスナーオブジェクトは一意のポート番号を含むよう変更されました。

l QMGR1データは、NASサーバ上の2つのNFSエクスポートに配置されています。これらのエクスポート

は、QMDIRまたは QMLOGDIRにマウントされています。NASサーバの IPは、10.0.0.100.です。

l QMGR2データは、NASサーバ上の2つのNFSエクスポートに配置されています。これらのエクスポート

は、QMDIRまたは QMLOGDIRにマウントされています。NASサーバの IPは、10.0.0.100.です。
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Chapter 5: LifeKeeper の設定作業

SPS for Linux WebSphereMQRecovery Kitの管理作業はすべて、LifeKeeperのグラフィカルユーザインター

フェース (GUI)で実行できます。LifeKeeperのGUIでは、WebSphereのリソースの設定、管理、監視の作業を

ガイド付きで行うことができます。

概要

以下の作業は、WebSphereMQリソースインスタンス特有のものであり、Recovery Kitごとに異なるため、本書

で説明しています。

l リソース階層の作成 - WebSphereMQリソース階層を作成します。

l リソース階層の削除 - WebSphereMQリソース階層を削除します。

l リソース階層の拡張 - WebSphereMQリソース階層をプライマリサーバからバックアップサーバに拡張しま

す。

l リソース階層の拡張解除 - LifeKeeperクラスタ内にある 1台のサーバのWebSphereMQリソース階層を

拡張解除 (削除 )します。

l リソースプロパティ設定の編集 –WebSphereMQリソース階層の作成後に、LifeKeeperテストキュー、リ

スナー管理、停止タイムアウトなどのWebSphereMQリソースパラメータを再設定します。

次の作業は、すべてのリカバリキットに共通する手順のため、SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーションの管理

セクションに記載されています。

l リソース依存関係の作成。既存のリソース階層と別のリソースインスタンスとの間に親子の依存関係を

作成し、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関係の変更を反映します。

l リソース依存関係の削除。リソースの依存関係を削除して、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関

係の変更を反映します。

l In Service。リソース階層を特定のサーバで in serviceにします。

l Out of Service。リソース階層を特定のサーバで out of serviceの状態にします。

l プロパティの表示 /編集。特定のサーバでリソース階層のプロパティを表示または編集します。

注記 : このセクションの残りの部分では、設定作業はすべて [Edit]メニューから実行されます。これらの設定作

業の大半は次の方法でも実行できます。

l ツールバーから実行

l ステータス表示の左ペインのグローバルリソースを右クリックして実行

l ステータス表示の右ペインのリソースインスタンスを右クリックして実行
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WebSphereMQリソース階層の作成

右クリックを使用すると、[Edit]メニューを使用するときに要求される情報を入力せずにすみます。

WebSphere MQ リソース階層の作成

必要な設定作業を完了した後、次の手順に従ってWebSphereMQリソース階層を作成します。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Server]を選択します。表示されたメニューから、

[Create Resource Hierarchy]を選択します。

Create Resource Wizardダイアログボックスが表示され、クラスタ内にインストールされ認識され

ているすべてのRecovery Kitが、ドロップダウンリストボックスに一覧で示されます。  

2. [IBM WebSphereMQ]を選択し、[Next]をクリックします。  

3. 以下の情報を入力するようにプロンプトが表示されます。ダイアログボックスで [Back]ボタンが有効な場

合は、前のダイアログボックスに戻ることができます。これは、エラーが発生して、前に入力した情報を修

正する必要がある場合に便利な機能です。いつでも [Cancel]をクリックして、作成処理全体を取り消

すことができます。

フィールド ヒント

スイッチバックタイプ

[Intelligent]または [Automatic]を選択します。バックアップサーバへのフェイ

ルオーバー後にサーバが復帰したときに、このサーバにWebSphereMQインス

タンスを戻す方法を指定します。スイッチバックタイプは、必要な場合、

[Resource Properties]ダイアログボックスの [General]タブで後から変更でき

ます。

注記 :スイッチバック方法は、WebSphereMQリソースが使用する IPまたは

ファイルシステムリソースのスイッチバック方法と一致する必要があります。この

設定がWebSphereMQリソースの設定と一致しない場合、作成処理に

よって、WebSphereMQリソースの設定と一致するよう設定がリセットされま

す。

Server 階層を作成したいサーバを選択します。

QueueManager Name

保護したいWebSphereMQキューマネージャを選択します。キューマネージャ

は、リソース階層を作成する前に作成しておく必要があります。すでに

LifeKeeperによって保護されているキューマネージャはこの一覧から除外され

ます。キューマネージャは、グローバル設定ファイルmqs.iniから取得されま

す。

Manage Listener

[YES]を選択すると、WebSphereMQキューマネージャリスナーを保護および

管理します。[NO]を選択すると、LifeKeeperはWebSphereMQリスナーを

管理しません。

注記 : この設定は後から変更できます。詳細については、リソースプロパティ

設定の編集を参照してください。
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WebSphereMQ階層の拡張

フィールド ヒント

Server Connection
Channel

接続テストに使用するサーバ接続チャネルを選択してください。デフォルトで

は、チャネルSYSTEM.DEF.SVRCONNが使用されますが、MQバージョン 7.1
以降では、MQのチャネル認証を変更するには、デフォルト以外のチャネル

が使用され、MQADMINユーザーが指定のチャネルで有効になっていることが

必要になりました。

注記 : リソースを作成する前に、サーバ接続チャネルが作成済みであることを

確認してください。詳細については、LifeKeeper使用時のWebSphereMQ
の設定を参照してください。

注記 : この設定は、後から変更できます。詳細については、リソースプロパ

ティ設定の編集を参照してください。

Virtual IP

階層に含める LifeKeeperの仮想 IP リソースを選択します。LifeKeeper仮
想 IPをWebSphereMQ階層に含めない場合は、[None]を選択してくださ

い。

注記 :仮想 IPが選択リストに表示されるには、プライマリノード上で ISP
(アクティブ)である必要があります。

IBMWebSphereMQ
Resource Tag

LifeKeeperが提供するデフォルトのルートタグを選択するか、このサーバ上のリ

ソースインスタンスに独自の名前を入力します。デフォルトは、キューマネー

ジャの名前です。アルファベット、数字、および次の特別な文字を使用できま

す。- _ ./

4. [Create]をクリックします。[Create Resource Wizard]が表示され、WebSphereMQリソース階層が作

成されます。LifeKeeperによって入力データが検査されます。問題が検出された場合、情報ボックスにエ

ラーメッセージが表示されます。

5. 情報ボックスが表示され、WebSphereMQリソース階層が正常に作成されたことと、フェイルオーバ保護

を提供するには階層をクラスタ内の別のサーバに拡張する必要があることが示されます。[Next]をクリック

してください。

6. [Continue]をクリックします。次に、LifeKeeperは、 [Pre-Extend Wizard]を開始します。リソース階層を

別のサーバに拡張する方法の詳細については、 WebSphereMQ階層の拡張の手順 2を参照してくだ

さい。

WebSphere MQ 階層の拡張

この操作は [Edit]メニューから開始できます。または [Create Resource Hierarchy]オプションの動作が完了す

ると自動的に開始されます。その場合は、手順 2を参照してください。

1. [Edit]メニューの [Resource]から [Extend Resource Hierarchy]を選択します。[Pre-Extend Wizard]
が表示されます。拡張操作に慣れていない場合は、[Next]をクリックしてください。LifeKeeperの
[Extend Resource Hierarchy]のデフォルト値が分かっていて、入力と確認を省略する場合は [Accept
Defaults]をクリックしてください。

2. [Pre-Extend Wizard]に以下の情報を入力します。

注記 :最初の2つのフィールドは [Edit]メニューから拡張を開始した場合にのみ表示されます。
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WebSphereMQ階層の拡張解除

フィールド ヒント

Template Server WebSphereMQリソースが現在 in serviceになっているサーバを入力します。

Tag to Extend 拡張するWebSphereMQリソースを選択します。

Target Server 拡張先のサーバを入力するか、選択します。

Switchback Type

[Intelligent]または [Automatic]のいずれかを選択します。スイッチバックタイプは、

必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの [General]タブで後から変

更できます。

注記 :スイッチバック方法は、WebSphereMQリソースが使用する依存リソースのス

イッチバック方法と一致する必要があることに注意してください。

Template Priority

テンプレート階層の優先順位を選択または入力します。優先順位は、1～ 999の
範囲で未使用の値が有効で、小さい数字ほど優先順位が高くなります(数字 1が
最高の優先順位に相当します)。拡張処理時に、別のシステムですでに使用中の

優先順位をこの階層に対して指定することはできません。デフォルト値を推奨しま

す。

注記 : このフィールドは、階層をはじめて拡張するときにだけ表示されます。

Target Priority ターゲットサーバの階層の優先順位を選択または入力します。

QueueManager
Name

この情報フィールドには、拡張されるキューマネージャの名前が表示されます。この

値を変更することはできません。

Root Tag

LifeKeeperは、ターゲットサーバ上の新しいWebSphereMQリソースインスタンスに

対して、デフォルトのタグ名を提供します。デフォルトのタグ名は、テンプレートサーバ

上のこのリソースのタグ名と同一です。新しい名前を入力する場合、ターゲットサー

バ上で一意であることを必ず確認してください。アルファベット、数字、および以下の

特別な記号を使用できます。- _ ./

注記 : リスナー管理、LifeKeeperテストキューの名前、シャットダウンタイムアウト値などのキューマネー

ジャ管理パラメータはすべて、テンプレートサーバから取得されます。

3. 拡張前のチェックが正常に終了したというメッセージが表示されたら、[Next]をクリックします。

4. 拡張する階層に応じて、拡張されるリソースタグ(編集不可 )を示す一連の情報ボックスが表示されま

す。[Extend]をクリックします。

5. 「Hierarchy extend operations completed (階層の拡張操作が完了しました)」というメッセージが表

示されたら、階層を別のサーバに拡張する場合は、[Next Server]をクリックし、拡張作業が必要ない

場合は、[Finish]をクリックします。

6. 「Hierarchy Verification Finished (階層の検査が完了しました)」というメッセージが表示されたら、

[Done]をクリックします。

WebSphere MQ 階層の拡張解除

LifeKeeperクラスタ内にある 1台のサーバからリソース階層を削除するには、次の手順を実行します。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 34



WebSphereMQリソース階層の削除

1. [Edit]メニューの [Resource]から [Unextend Resource Hierarchy]を選択します。

2. [Target Server]で、WebSphereMQリソースを拡張解除するターゲットサーバを選択します。We-
bSphereMQリソースが現在 in serviceになっているサーバは選択できません。(このダイアログボックスは、

右側のペインでリソースインスタンスを右クリックして、[Unextend]作業を選択した場合には、表示され

ません。)[Next]をクリックします。

3. 拡張解除するWebSphereMQ階層を選択し、[Next]をクリックします。(このダイアログは、いずれかのペ

インでリソースインスタンスを右クリックして、[Unextend]を選択した場合には表示されません。)

4. 拡張解除のために選択したターゲットサーバとWebSphereMQリソース階層を確認する情報ボックスが

表示されます。[Unextend]をクリックします。

5. WebSphereMQリソースが正常に拡張解除されたことを示す別の情報ボックスが表示されます。[Done]
をクリックして、[Unextend Resource Hierarchy]メニューを終了します。

WebSphere MQ リソース階層の削除

WebSphere階層を削除することによる、依存関係と保護対象のサービスへの影響を理解することは重要で

す。

l 依存関係 : リソース階層を削除する前に、依存関係を削除すると良い場合があります。依存している

ファイルシステムは、削除されます。ファイルシステム以外の依存しているリソース (IPやGeneric Applic-
ationなど)は、LifeKeeper GUI もしくはWebSphereMQの削除スクリプトで削除しない限り、削除され

ません。WebSphereMQキューマネージャの依存しているファイルシステムがLifeKeeperによって削除され

ないようにするには、WebSphereMQ階層を削除する前に、手作業で依存関係を削除してください。

l 保護されるサービス: WebSphereリソース階層を削除する前に out of serviceにした場合、そのキューマ

ネージャに対するWebSphereデーモンは停止されます。階層が in service中に削除された場合、We-
bSphereMQデーモンは、階層が削除された後も (LifeKeeper保護なしで)実行とサービスの提供を継

続します。

LifeKeeper環境内のすべてのサーバからリソース階層を削除するには、以下の手順を実行します。

1. [Edit]メニューの [Resource]から [Delete Resource Hierarchy]を選択します。

2. [Target Server]でWebSphereMQリソース階層を削除するターゲットサーバを選択し、[Next]をクリック

します。(このダイアログボックスは、いずれかのペインでリソースインスタンスを右クリックして [Delete
Resource]を選択した場合には、表示されません。)

3. [Hierarchy to Delete]を選択します。(このダイアログは、右ペインまたは左ペインのリソースインスタンス

上で右クリックして [Delete Resource]を選択した場合には表示されません。)[Next]をクリックします。

4. 選択したターゲットサーバと、削除の対象として選択した階層を確認する情報ボックスが表示されます。

[Delete]をクリックしてください。

5. WebSphereリソースが正常に削除されたことを確認する別の情報ボックスが表示されます。

6. [Done]をクリックして終了します。
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WebSphereMQリソース階層のテスト

WebSphere MQ リソース階層のテスト

手動スイッチオーバを開始することによって、WebSphereMQリソース階層をテストできます。これにより、プライマ

リサーバからバックアップサーバへのリソースインスタンスのフェイルオーバをシミュレートします。

[Edit]メニューの [Resource]から [In Service]を選択します。例えば、バックアップサーバで In Service要求を

実行すると、アプリケーション階層はプライマリサーバでは out of serviceになり、バックアップサーバで in serviceに
なります。この時点で、元のバックアップサーバがプライマリサーバに、元のプライマリサーバがバックアップサーバにな

ります。

Out of Service要求を実行すると、アプリケーションは他のサーバで in serviceにならずに、out of serviceになり

ます。

共有ストレージの設定のテスト

WebSphereMQの共有ストレージの動作をテストするには、次の手順を行います。

1. プライマリサーバ上に一時的なテストキューを作成します。このとき、パーシスタンスはデフォルトの「yes」に
します。

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> runmqsc TEST.QM
5724-B41 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2002.ALL RIGHTS
RESERVED.
Starting MQSC for queue manager TEST.QM.

define qlocal(TEST) defpsist(yes)
1 : define qlocal(TEST) defpsist(yes)

AMQ8006:WebSphere MQ queue created.
end

2 : end
One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

2. 次のコマンドで、メッセージをプライマリノード上に作成されたテストキューに追加します。

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> echo "HELLO WORLD on NODE1" |
./amqsput TEST TEST.QM
Sample AMQSPUT0 start
target queue is TEST
Sample AMQSPUT0 end

3. 次のコマンドでテストキューを表示し、メッセージが格納されたことを確認します。

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> ./amqsbcg TEST TEST.QM

「HELLOWORLD onNODE1」とその他の出力内容を含むメッセージが表示されます。次の行を

探し、Persistenceが1であることを確認します。

[...]
Priority :0 Persistence :1

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 36



クライアント接続のテスト

[...]

4. リソース階層をスタンバイノードに切り替えます。

5. キューマネージャが現在アクティブになっているスタンバイサーバ上で、手順 3を再び実行します。メッセー

ジがスタンバイサーバ上でアクセス可能になります。アクセス可能でない場合、ストレージの設定を確認し

てください。

6. キューマネージャが現在アクティブになっているスタンバイサーバ上で、テストキューからメッセージを取得し

ます。

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> ./amqsget TEST TEST.QM
Sample AMQSGET0 start
message <HELLO WORLD on NODE1>
<now wait 15 seconds>
no more messages
Sample AMQSGET0 end

7. 手順 1で作成したテストキューを削除します。

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> runmqsc TEST.QM
5724-B41 (C) Copyright IBM Corp. 1994, 2002. ALL RIGHTS
RESERVED.
Starting MQSC for queue manager TEST.QM.

delete qlocal(TEST)
1 : delete qlocal(TEST)

AMQ8007: WebSphere MQ queue deleted.
end
2 : end

One MQSC command read.
No commands have a syntax error.
All valid MQSC commands were processed.

クライアント接続のテスト

クライアント接続をテストするには、次の手順を行ってください。

1. プライマリサーバ上で、amqsbcgcコマンドを使用してキューマネージャに接続します。

export MQSERVER='SYSTEM.DEF.SVRCONN/TCP/192.168.1.90(1414)
'

注記 : IP 192.168.1.90を LifeKeeperが保護するキューマネージャの仮想 IPに置き換えます。

キューマネージャが1414以外のポートを使用している場合、1414を使用されているポート番号

に置き換えます。使用されているサーバ接続チャネルがデフォルトのSYSTEM.DEF.SVRCONN
チャネルではない場合、SYSTEM.DEF.SVRCONNを使用されているサーバ接続チャネルに置き

換えます。

次の出力が表示されます。
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PUT/GETテスト実行の確認

mqm@node1:/opt/mqm/samp/bin> ./amqsbcgc
LIFEKEEPER.TESTQUEUE TEST.QM

AMQSBCG0 - starts here
**********************

MQOPEN - 'LIFEKEEPER.TESTQUEUE'

No more messages
MQCLOSE

次のようなメッセージが表示された場合、テストキューLIFEKEEPER.TESTQUEUEが設定されて

いません。「LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設定」の説明に従ってテストキューを作成

し、テストを再度実行します。

AMQSBCG0 - starts here
**********************

MQOPEN - 'LIFEKEEPER.TESTQUEUE'
MQOPEN failed with CompCode:2, Reason:2085

2. リソース階層のスイッチオーバを実行します。

3. 手順 1を前と同じサーバ (スイッチサーバ後はスタンバイサーバ)に対して再度実行します。

PUT/GET テスト実行の確認

WebSphereMQRecovery KitがPUT/GETテストを含むすべてのチェックを実行するかどうかを確認するには、

次の手順を行ってください。

1. キューマネージャがいずれかのサーバ上で in service (ISP)であることを確認します。

2. キューマネージャのログレベルをログレベルの変更の説明に従って「FINE」に変更します。

3. キューマネージャが実行されているマシン上でログダイアログを開き、次のチェックが実行されるまで待ちま

す (最大 ２ 分間 )。

4. ログを分析し、1つのテストも欠かすことなく、すべてのチェックが実行されたことを確認します。PUT/GET
テストは、次の理由で省略されることがあります。

a. LifeKeeperテストキューが設定されていない (その場合、「LifeKeeperテストキュー名の変更」の説

明に従ってテストキューを設定します)。

b. LifeKeeperテストキューが存在しない (その場合、「LifeKeeper使用時のWebSphereMQの設

定」の説明に従ってテストキューを作成します)。

c. 変更された amqsget(c)実行可能ファイルが使用できない (その場合、C コンパイラをインス

トールし、スクリプト /op-
t/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/compilesamplesを再実

行します)。

5. デバッグレベルを「INFORMATIONAL」に再度設定します。
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リソースのプロパティの表示

リソースのプロパティの表示

IBMWebSphereMQリソースのプロパティを表示するには、表示するリソース /サーバの組み合わせのアイコンを

右クリックします。リソースコンテクストメニューが表示されたら、[Properties]をクリックします。以下のダイアログが

表示されます。

リソースのプロパティは、プロパティ画面 (有効になっている場合 )に表示されます。プロパティを表示するグローバ

ルリソースのアイコンを右クリックすることもできます。[Resource Context] メニューが表示されたら、[Properties]
をクリックします。ダイアログが表示されたら、表示するリソースが存在するサーバを [Server] リストから選択しま

す。

リソースプロパティ設定の編集

WebSphereMQのプロパティ画面では、プロパティパネル (有効な場合 )を使用して特定のWebSphereMQリ

ソースの詳細設定を表示および変更できます。特定のWebSphereMQリソース設定プロパティは、[Resource
Context Menu]を使用して変更することもできます。

LifeKeeper GUIの [Properties Panel]から開くWebSphereMQの [Configuration Properties]画面で設定の詳

細を編集する前に、GUIの [Properties Panel]が有効になっていることを確認する必要があります。GUIの
[Properties Panel]を有効化するには、[View]、[Properties Panel]を順にクリックします (チェックマークを入れて

有効にします)。有効化後にWebSphere MQリソース上で左クリックすると、その設定の詳細がLifeKeeper
GUIの [Properties Panel]に表示されます。
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リソースプロパティ設定の編集

以下に、LifeKeeper GUIの [Properties Panel]に表示されるWebSphereMQリソースのプロパティ画面の例を

示します。

プロパティ画面にはタブが4つあります。1つ目のタブ、[IBM WebSphere MQ Recovery Kit Configuration]に
は、WebSphereMQの各リソースの設定情報が表示され、リソースごとのアイコンを使用して変更できます。他

の3つのタブは、LifeKeeperのすべてのリソースタイプで共通のため、その内容は SPS for Linuxテクニカルドキュ

メンテーションの[Resource Properties]ダイアログで説明されています。

次の表には、WebSphereMQリソース固有のアイコンと、アイコンをクリックすることで変更可能な設定コンポーネ

ントを示しています。

リスナー保護

の設定

IBMWebSphereMQリスナーの保護を、その他の保護対象の IBM
WebSphereMQキューマネージャコンポーネントに含めるかどうかを指定でき

ます。

PUT/GET テ

ストキューの

設定

保護対象のキューマネージャに対して IBMWebSphereMQRecovery Kit
がPUT/GETテストを実行するために使用するキューの名前を変更できま

す。

ログレベルの

設定

IBMWebSphereMQRecovery Kitが保護対象のキューマネージャに使用

するログレベルを変更できます。
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リソースプロパティ設定の編集

シャットダウン

タイムアウトの

設定

保護対象の IBMWebSphereMQキューマネージャの即時シャットダウンタイ

マーおよびプリエンプティブシャットダウンタイマーのタイムアウトを秒単位で変

更できます。

サーバ接続

チャネルの設

定

保護対象の IBMWebSphereMQキューマネージャにおいて、クライアント接

続およびPUT/GETテストに使用するサーバ接続チャネルを変更できます。

コマンドサーバ

保護の設定

保護対象の IBMWebSphereMQキューマネージャのコマンドサーバコンポー

ネントの保護 /リカバリレベルを指定できます。

上記の各設定オプションの詳細を以下に示します。

リスナー管

理

LifeKeeperによるキューマネージャの保護の有無を指定します。リスナー管理が無効 (値 : NO)
の場合、LifeKeeperはリスナーを監視しないため、LifeKeeperリカバリアクションを発動させるこ

となくリスナーを停止できます。リスナー管理が有効 (値 : YES)の場合、LifeKeeperはリスナー

を監視し、リスナーが実行中でない場合にリスナーを再起動します。リカバリが失敗する

と、WebSphereMQ階層のバックアップサーバへのフェイルオーバが開始されます。

LifeKeeper
のテスト

キュー

LifeKeeperは、キューマネージャの動作を監視するために PUT/GETテストを実行しま

す。WebSphereMQRecovery Kitは、専用のテストキューに対してメッセージを追加および再

取得します。障害が検出された場合、リカバリやフェイルオーバは実行されません。その代わ

り、Recovery Kitは受信するよう登録可能なイベントを送信します。これらのイベント

は、putgetfailおよびputgetcfailと呼ばれます。これらのイベントに対応するため、ディ

レクトリ/opt/LifeKeeper/events/mqseries/putgetfailおよび

/opt/LifeKeeper/events/mqseries/putgetcfailに通知スクリプトを追加できま

す。

注記 1: LifeKeeperテストキューがキューマネージャに設定されていない場合、PUT/GETテスト

は行われません。リカバリやフェイルオーバは実行されません。

注記 2: リスナーが保護されている場合、2回目のクライアント接続チェックが実行されます。こ

のチェックが失敗すると、キューマネージャのリカバリまたはフェイルオーバが試行されます。
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リソースプロパティ設定の編集

ログレベル

WebSphereMQRecovery Kitのログレベルを 4つのプリセット値に設定できます。

l ERROR

このログレベルでは、エラーのみがログに記録されます。情報メッセージはログに記

録されません。

l INFORMATIONAL (デフォルト )

このログレベルでは、リソースの起動、停止、リカバリに関する LifeKeeperの情報

メッセージがログに記録されます。

l DEBUG

このログレベルでは、LifeKeeperの情報メッセージと、restore、remove、および

recoveryスクリプト内のすべてのWebSphereMQコマンドによるコマンド出力がロ

グ記録されます。

l FINE

このログレベルでは、start、stop、recovery、およびquickCheckスクリプトで実行

されたWebSphereMQコマンドによるすべてのコマンド出力がログ記録されます。

その他のデバッグメッセージもログ記録されます。

このデバッグレベルは、デバッグ時のみ設定することを推奨します。quickCheckアクションもログ

記録されるため、WebSphereMQキューマネージャで quickCheckが実行されるたびにログ

ファイルが一杯になります。

デフォルトは、 INFORMATIONALです。これは、他のリカバリキットの通常のLifeKeeperログと

同等です。

注記 : ログレベルの設定に関わらず、起動、停止、リカバリ、またはチェックルーチン中に発生し

たWebSphereMQエラーは、直前に実行されたコマンドの完全な出力とともに常にログに記

録されます。

停止タイム

アウト値

WebSphereMQRecovery Kitは、キューマネージャを 3段階で停止します。

1. 即時停止

2. プリエンプティブ停止

3. すべてのキューマネージャプロセスを停止

指定されたタイムアウト値は、Recovery Kitが手順 1と2において正常完了を待機する時間

を決定します。このタイムアウトに達すると、シャットダウンプロセスの次の手順が開始します。即

時シャットダウンタイムアウトとプリエンプティブシャットダウンタイムアウトのデフォルト値は 20秒で

す。

サーバ接続

チャネル

WebSphereMQRecovery Kitでは、サーバ接続チャネルを指定できます。キットはチャネル

SYSTEM.DEF.SVRCONNをデフォルトで使用しますが、リソース作成中またはリソース作成後

の任意のタイミングで代替チャネルを指定することができます。
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リソースプロパティ設定の編集

コマンドサー

バ

WebSphereMQRecovery Kitでは、保護対象のキューマネージャのコマンドサーバコンポーネン

トについて、2つのレベルの保護およびリカバリを提供します。すなわち、Full レベルとMinimal
レベルです。

Full 保護の場合、コマンドサーバは起動、停止、監視、および復旧され、またリカバリが失敗

した場合はフェイルオーバされます。Full 保護のリカバリ手順は、次のとおりです。

l コマンドサーバプロセスのみを再起動する。

l 上記が失敗した場合、コマンドサーバプロセスを含むキューマネージャ全体を再起動す

る。

l 上記のコマンドサーバ再起動がいずれも失敗した場合、スタンバイノードへのフェイル

オーバを開始する。

Minimal 保護の場合、コマンドサーバはリストア中の起動、または、削除中の停止のみ実行

されます。コマンドサーバの監視とリカバリは行われません。

注記 : リストア中のRecovery Kitによるコマンドサーバの起動は、キューマネージャSCMDSERV
パラメータが手動起動に設定されている場合のみ行われます。リカバリ中、障害の発生したコ

マンドサーバの再起動は SCMDSERVの設定に関わらず行われます。ただし、コマンドサーバの

保護レベルがMinimal に設定されている場合を除きます。

前述したように、これらのWebSphereMQリソース設定コンポーネントは、プロパティーパネルでリソース固有のア

イコンを使用するか [Resource Context Menu]を使用して変更できます。

上記のパラメータは、LifeKeeper GUIまたはコマンドラインユーティリティを使用して、キューマネージャごとに独立

して設定できます。

コマンドラインでパラメータを設定するには、次のスクリプトを使用します。

$LKROOT/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam
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リスナー保護の有効化 /無効化

リスナー保護の有効化 /無効化

GUI
まず、WebSphere MQ のリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。リスナー

保護の値を変更するには、リソースが in serviceである必要があります。[Listener Protection Configuration]
アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログが表示されます。

[YES]を選択すると、LifeKeeperはWebSphereMQリスナーを起動、停止、および監視します。[NO]を選択

すると、LifeKeeperはWebSphereMQリスナーを起動、停止、および監視しません。[Next]をクリックします。リ

スナー保護を有効化または無効化するかを確認するメッセージが表示されたら、[Continue]をクリックします。リ

スナー管理を有効化する場合、LifeKeeper GUIはリスナーがすでに実行中であるかチェックします。実行されて

いない場合、リスナーを起動します。リスナーの起動に成功すると、LifeKeeper GUIは、クラスタ内の各サーバ

上でリスナー管理を有効にします。リスナーが実行中でなく、起動できなかった場合、LifeKeeper GUIはクラス

タ内の各サーバ上でリスナー管理を有効にしません。

コマンドライン

LifeKeeperリスナー管理をコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p LISTENERPROTECTION -v YES
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LifeKeeperテストキュー名の変更

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上のLifeKeeper
リスナー管理 (-p)がYES (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。

LifeKeeperテストキュー名の変更

GUI
まず、WebSphere MQ のリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。

[PUT/GET TESTQUEUE Configuration]アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログが表示

されます。

LifeKeeperテストキューの名前を入力し、[Next]をクリックします。新しい LifeKeeperテストキューを設定するか

を確認するメッセージが表示されたら、[Continue]をクリックします。LifeKeeper GUIにより、クラスタ内の各サー

バ上で選択されたキューマネージャに LifeKeeperテストキューが設定されます。テストキューに空の値を設定した

場合、PUT/GETテストは実行されません。

コマンドライン

LifeKeeperテストキューをコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 45



ログレベルの変更

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p TESTQUEUE -v "LIFEKEEPER.TESTQUEUE"

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上の

LifeKeeperテストキュー (-p)がLIFEKEEPER.TESTQUEUE (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。

ログレベルの変更

GUI
まず、WebSphere MQ のリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。

[Logging Level Configuration]アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログが表示されま

す。

[Logging Level]を選択して [Next]をクリックしてください。新しい LifeKeeperログレベルを設定するかを確認す

るメッセージが表示されたら、 [Continue]をクリックします。LifeKeeper GUIにより、クラスタ内の各サーバ上で選

択されたキューマネージャに LifeKeeperログレベルが設定されます。

コマンドライン

LifeKeeperログレベルをコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。
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シャットダウンタイムアウト値の変更

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p DEBUG -v DEBUG

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上の

LifeKeeperログレベル (-p)がDEBUG (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。

シャットダウンタイムアウト値の変更

GUI
まず、WebSphereMQのリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。

[Shutdown Timeout Configuration]アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログが表示さ

れます。

即時シャットダウンタイムアウト値を秒単位で入力し、[Next]をクリックします。即時シャットダウンタイムアウトを

無効にするには、0を入力します。以下のダイアログが表示されます。
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コマンドライン

プリエンプティブシャットダウンタイムアウト値を秒単位で入力し、[Next]をクリックします。プリエンプティブシャットダ

ウンタイムアウトを無効にするには、0を入力します。新しい LifeKeeperタイムアウトパラメータを設定するかを確

認するメッセージが表示されたら、[Continue]をクリックします。LifeKeeper GUIにより、クラスタ内の各サーバ上

で、LifeKeeper即時およびプリエンプティブタイムアウト値が設定されます。

コマンドライン

LifeKeeperプリエンプティブシャットダウンタイムアウト値をコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用しま

す。

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p PREEMPTIVE_TIMEOUT -v 20

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上のLifeKeeper
プリエンプティブシャットダウンタイムアウト (-p)が20秒 (-v)に設定 (-s)されます。

LifeKeeper即時シャットダウンタイムアウト値をコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p IMMEDIATE_TIMEOUT -v 20

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上のLifeKeeper
即時シャットダウンタイムアウト (-p)が20秒 (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。
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サーバ接続チャネルの変更

サーバ接続チャネルの変更

GUI
まず、WebSphereMQのリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。[Server
Connection Channel]の値を変更するには、リソースが in serviceである必要があります。次に、[Server
Connection Channel Configuration]アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログが表示さ

れます。

使用するサーバ接続チャネルを [Server Connection Channel]で選択し、[Next]をクリックします。新しいサー

バ接続チャネルに変更するかどうかを確認するメッセージが表示されたら、[Continue]をクリックしま

す。LifeKeeper GUIにより、クラスタ内の各サーバ上で選択したキューマネージャのサーバ接続チャネルが設定さ

れます。

コマンドライン

サーバ接続チャネルをコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p CHANNEL -v LK.TEST.SVRCONN
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コマンドサーバ保護設定の変更

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上のサーバ接続

チャネル (-p)がLK.TEST.SVRCONN (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。

コマンドサーバ保護設定の変更

GUI
まず、WebSphereMQのリソースプロパティ画面または上述のリソースコンテクストメニューを開きます。

[Command Server Protection Configuration]アイコンまたはメニュー項目をクリックします。以下のダイアログ

が表示されます。

LifeKeeperが起動、停止、監視、およびリカバリが失敗した場合にフェイルオーバするようにするに

は、WebSphereMQキューマネージャのコマンドサーバコンポーネントの [Full Control]を選択します。

LifeKeeperが起動と停止のみを行い、監視やリカバリは行わないようにするには、WebSphereMQキューマネー

ジャのコマンドサーバコンポーネントの [Minimal Control]を選択します。

詳細については、上述の表 を参照してください。保護制御を選択したら、[Next]をクリックします。コマンドサー

バ保護を現在の設定から新しい設定に変更するか確認するメッセージが表示されたら、[Continue]をクリックし

て、クラスタ内の全てのノードを変更します。
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コマンドライン

コマンドライン

コマンドサーバ保護設定をコマンドラインで設定するには、次のコマンドを使用します。

/opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/mq_modqmgrparam -
c -s -i TEST.QM -p CMDSERVERPROTECTION -v LEVEL

上記のLEVELは FullまたはMinimalです。

このコマンドを使用すると、キューマネージャTEST.QM (-i)において、クラスタ (-c)内の各ノード上のLifeKeeper
コマンドサーバ保護設定 (-p)がLEVEL (-v)に設定 (-s)されます。

注記 :キューマネージャの名前 (-i)または LifeKeeper TAG (-t)の名前のいずれかを使用できます。

LifeKeeper WebSphere MQ Recovery Kitのデフォルト設定の変更

IBMWebSphereMQRecovery Kitは、多数のデフォルト値を使用しています。デフォルト設定に問題がある場

合、これらを調整および変更できます。デフォルト設定は、ほとんどの環境で問題無くできます。タイムアウト値

に問題がある場合、次の表を使用して、調整可能なパラメータを特定できます。WebSphereMQリソース階

層に問題が発生するまでは、パラメータを変更しないことをお勧めします。

/etc/default/LifeKeeper内の変

数名
デフォルト値 説明

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT_SC 10 (秒 ) サーバ接続チェックのタイムアウト。

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT_CC 10 (秒 ) クライアント接続チェックのタイムアウト。

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT_
PUTGET 10 (秒 ) PUT/GETチェックのタイムアウト。

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT_PS 5 (秒 ) publish/subscribeの使用有無チェックのタイムア

ウト

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT_
CLUSTER 5 (秒 ) キューマネージャがWebSphereMQクラスタの一

部であるかのチェックのタイムアウト

MQS_QUICKCHECK_TIMEOUT 40 (秒 ) quickCheckスクリプトのタイムアウト (最低 10秒
以上 )

MQS_QMGR_START_TIMEOUT 60 (秒 ) キューマネージャの起動コマンド完了のタイムアウ

ト

MQS_CMDS_START_TIMEOUT 30 (秒 ) コマンドサーバの起動コマンド完了のタイムアウト

MQS_LISTENER_START_TIMEOUT 30 (秒 ) リスナーの起動コマンド完了のタイムアウト

MQS_LISTENER_LIST_TIMEOUT 10 (秒 ) リスナーの list コマンド完了のタイムアウト

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 51



LifeKeeperWebSphereMQRecovery Kitのデフォルト設定の変更

/etc/default/LifeKeeper内の変

数名
デフォルト値 説明

MQS_CHECK_TIMEOUT_ACTION ignore

サーバ接続チェックまたはクライアント接続チェック

がタイムアウトになった場合のアクション。デフォル

ト値の ignoreは、タイムアウトに関するメッセージ

はログに記録されるが、リカバリは開始されないこ

とを表します。この変数を sendeventにすると、

サーバ接続チェックがタイムアウトした際にローカル

リカバリが開始されます。

MQS_LISTENER_CHECK_DELAY 2 (秒 )
リスナーの起動から、リスナー正常起動チェックを

行うまでの時間 (秒 )。デフォルトの2秒は、使用

状態のポートを検出するのに十分です。

NO_AUTO_STORAGE_DEPS 0

この変数を 1に設定すると、リカバリキットは、

キューマネージャとログディレクトリが共有ストレー

ジにあるかどうかを確認しません。1に設定した

場合、リカバリキットは、リソース設定時のファイル

システム階層の作成も行いません。

MQS_DSPMQVER_TIMEOUT 5 (秒 )
dspmqverコマンド (WebSphereMQのバージョン

を知るために必要 )のタイムアウト。最低 2秒必

要。

MQS_SKIP_CRT_MISSING_Q 0 1に設定すると、欠落したテストキューを自動作

成しません。

MQS_FORCE_CLEANIPC 0
WebSphereMQ IPCの停止時のクリーンアップ動

作。デフォルトでは、クリーンアップ動作を行いませ

ん。

MQS_IGNORE_CLEANIPC_
EXITCODE 0 WebSphereMQ IPCの終了コードクリーンアップ

動作。デフォルトでは、終了コードを保持します。

パラメータを変更するには、上の表内の適切な変数を /etc/default/LifeKeeperに追加してください。

行のシンタックスは、次のとおりです。

[...]
MQS_CHECK_TIMEOUT_ACTION=sendevent
[...]

カスタム設定を無効化してデフォルト値に戻すには、その行を /etc/default/LifeKeeperから削除する

か、コメントアウトします。
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Chapter 6: WebSphere MQ のトラブルシューティング

WebSphere MQ ログの場所

キューマネージャの名前が既知であり、キューマネージャが使用可能な場合、WebSphereMQエラーログは、

キューマネージャ設定ファイル (qm.ini)で定義される LogPathパラメータで指定されたディレクトリにあります。

キューマネージャが使用できない場合、エラーログは、(/var/mqm/qmgrs/@SYSTEM/errors)にあります。ク

ライアントアプリケーションでエラーが発生した場合、エラーログはクライアントのルートドライブ

(/var/mqm/errors)にあります。

MessageQueue Interface (MQI)呼び出しが失敗したことを示すリターンコードがアプリケーションに返された場

合、リターンコードの詳細についてWebSphereMQApplication Programming ReferenceManualを参照してく

ださい。

エラーメッセージ

このセクションでは、SPS MQRecovery Kitの使用中に表示される可能性のあるメッセージの一覧を示します。

必要に応じて、エラーの原因およびエラー状態を解消するために必要な処置についても説明しています。

MQRecovery Kitは、階層の作成および拡張時に他のSPSコンポーネントを利用するため、それらの他のコン

ポーネントによるメッセージが表示されることもあります。その場合、メッセージカタログ (テクニカルドキュメンテーショ

ンWebサイトの「エラーコードの検索」内 )を参照してください。メッセージカタログでは、操作、管理、GUIな
ど、SIOS Protection Suite for Linuxを使用しているときに出会う可能性がある、すべてのエラーコードを列挙し

ます。また、エラーコードの原因に関する補足説明や、問題解決のために必要な処置についても、必要に応じ

て記載します。この完全なリストを検索すると、受信したエラーコードを見つけることができます。また、適切な

SPSコンポーネントの個別のメッセージカタログに直接アクセスすることもできます。

共通のエラーメッセージ

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119001 Queuemanager with TAG "TAG" failed to start on
server "SERVER" with return code "Code"

startコマンドは正常に実行されました

が、開始後のチェックが失敗しました。

SERVER上の IBMWebSphereMQア

ラートログを確認し、エラーを修正してくださ

い。
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共通のエラーメッセージ

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119002 Queuemanager with TAG "TAG" start command
failed on server "SERVER" with return code "Code".

キューマネージャTAGに対する startコマ

ンドが0以外の値を返しました。

SERVER上の IBMWebSphereMQア

ラートログを確認し、エラーを修正してくださ

い。

リターンコード Codeは、strmqmコマンドの

リターンコードです。

119006
Command server start command for queuemanager
"TAG" failed on server "SERVER" with return code
"Code".

コマンドサーバに対する起動コマンドが、0
以外の値を返しました。

SERVER上の IBMWebSphereMQア

ラートログを確認し、エラーを修正してくださ

い。

リターンコード Codeは、runmqsc コマンドの

リターンコードです。

WebSphereMQ v6.0の場合、コマンドサー

バの起動タイプが「MANUAL」になっている

ことを確認してください。詳細については、

設定の要件を参照してください。

119007 Listener for queuemanager "TAG" failed to start on
server "SERVER".

SERVER上の IBMWebSphereMQア

ラートログを確認し、エラーを修正してくださ

い。

119008
Listener start command for queuemanager with TAG
"TAG" failed on server "SERVER" with return code
"CODE".

SERVER上の IBMWebSphereMQア

ラートログを確認し、エラーを修正してくださ

い。

119013 Could not create queuemanager object for queue
manager “QMGR” with TAG “TAG”.

LifeKeeperとWebSphereMQのエラーログ

を確認してください。

119014 Could not create listener object for queuemanager
“QMGR” with TAG “TAG”.

LifeKeeperとWebSphereMQのエラーログ

を確認してください。

119015 No value forthe “PARAMETER” specified. LifeKeeper MQRecovery Kitスクリプトを、

正しい引数を使用して実行してください。

119016 Instance with ID “ID” does not exist on server
“SERVER”. リソース階層を確認してください。

119017 Instance with TAG “TAG” does not exist on server
“SERVER”. リソース階層を確認してください。

119018 Invalid parameters specified. 正しいオプションを使用してスクリプトを実

行してください。
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共通のエラーメッセージ

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119019 Too few parameters specified 正しいオプションを使用してスクリプトを実

行してください。

119021 Failed to set “VALUE” for resource instance “TAG” on
server “SERVER”.

LifeKeeperログで、値の設定に関するエ

ラーを確認してください。

119025 Failed to update instance info for queuemanager with
TAG “TAG” on server “SERVER”.

サーバが動作中の状態に戻ったら、操作

を再度実行して設定を同期してください。

119026 The following program required does not exist or is not
executable:"EXECUTABLE".Check failed.

プログラムEXECUTABLEが見つかりませ

んでした。すべてのインストール要件が満た

されていることを確認し、必要なパッケージ

をすべてインストールしてください。

詳細については、設定の要件を参照して

ください。

119032 Script: usage error (error message) 正しい引数を使用して、スクリプト Script
を開始してください。

119033 Script: error parsing config file "ConfigFile". ConfigFileが存在し、読み取り可能である

ことを確認してください。

119034

CHECKTYPE check for queuemanager with TAG
"TAG" failed on server "SERVER" because the
MQUSER could not be determined.This is probably
because of a removed configuration file - ignoring.

タグTAGのキューマネージャに対する

CHECKTYPEチェックが失敗しました。

グローバル設定ファイル (mqs.ini)が存在

し、読み取り可能であることを確認してくだ

さい。

削除されている場合、mqs.ini設定ファイ

ルを再作成してください。

119035

CHECKTYPE check for queuemanager with TAG
"TAG" failed on server "SERVER" because no TCP
PORT directive found in config file "CONFIGFILE" -
ignoring.

キューマネージャ設定ファイル (qm.ini)が存

在し、インストール中に必要な TCPセク

ションが含まれていることを確認してくださ

い。

TCPセクションをキューマネージャ設定ファ

イルに追加してください。

119042
“CHECKTYPE” check for queuemanager with TAG
“TAG” failed on server “SERVER” because no TCP
PORT information was found via runmqsc.

リスナーオブジェクトのポート情報が定義済

みであり、runmqscでアクセス可能であるこ

とを確認してください。

119043 TCP Listener configuration could not be read,
reason:“REASON”.

MQが実行中であり、リスナーオブジェクトの

ポート情報が定義済みで、runmqscでアク

セス可能であることを確認してください。

119044 No TCP Listener configured, no TCP PORT
information was found via runmqsc:“MESSAGE”.

リスナーオブジェクトのポート情報が定義済

みであり、runmqscでアクセス可能であるこ

とを確認してください。
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作成

作成

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

001022
END failed hierarchy “CREATE” of resource
“TAG” on server “SERVER” with return value
of “VALUE”.

サーバSERVER上のLifeKeeperログに、リソース

階層の作成に関するエラーがないか確認します。こ

のエラーは、キューマネージャが起動していないこと

に関係する場合があります。

119020
CreateMQSeries queuemanager resource
with TAG “TAG” for queuemanager “QMGR”
failed.

LifeKeeperログにリソースの作成に関するエラーが

ないか確認します。このエラーは、キューマネージャ

が起動していないことに関係する場合があります。

119022 Failed to create dependency between
“PARENT” and “CHILD”.

LifeKeeperログに依存関係の作成に関するエラー

がないか確認します。

119023
Creating the filesystem hierarchies for queue
manager with TAG “TAG” failed.File
systems:“Filesystems”.

LifeKeeperログにファイルシステム階層の作成に関

するエラーがないかを確認します。

119029 No TCP section configured in
"CONFIGFILE" on server "SERVER".

サーバSERVER上のキューマネージャ設定ファイル

に TCPセクションを追加します。詳細については、

「設定の要件」を参照してください。

119031 Queuemanager "DIRTYPE" directory
("DIRECTORY") not on shared storage.

ディレクトリDIRECTORYを共有ストレージに移動

して、操作を再度実行してください。

119038 Creation of queuemanager resource with
TAG "TAG" failed on server "SERVER".

サーバSERVER上のLifeKeeperログのエラーを確

認および修正し、操作を再度実行してください。

119039
TCP section in configuration file "FILE" on
line "LINE1" is located before LOG section on
line "LINE2" on server "SERVER".

キューマネージャ設定ファイル内で、TCPセクション

は LOG:セクションより後に配置することを推奨しま

す。

TCPセクションをキューマネージャ設定ファイルの末

尾に移動し、操作を再度実行してください。

119040

Creation of MQSeries queuemanager
resource by create_ins was successful but
no resource with TAG “TAG” exists on server
“SERVER”.Sanity check failed.

LifeKeeperログにリソース作成中のエラーがないか

確認してください。

119041

Creation of MQSeries queuemanager
resource was successful but no resource
with TAG “TAG” exists on server
“SERVER”.Final sanity check failed.

LifeKeeperログにリソース作成中のエラーがないか

確認してください。
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拡張

拡張

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119024

Instance "TAG" can not be
extended from
"TEMPLATESYS" to
"
TARGETSYS
".Reason:REASON

REASONに記載されているエラーを修正し、操作を再度実行し

てください。

119027 The user "USER" does not
exist on server "SERVER".

プライマリサーバ上と同じ UIDを持つユーザUSERをSERVER
上に作成し、操作を再度実行してください。

119028

The user "USER" has a
different numeric UID on server
"SERVER1" (SERVER1UID)
then it should be
(SERVER2UID).

USERが全サーバ上で同一のUIDを持つようにUIDを変更

し、UIDを変更したサーバ上のWebSphereMQを再インストール

してから、操作を再度実行してください。

119029
No TCP section configured in
"CONFIGFILE" on server
"SERVER".

サーバSERVER上のキューマネージャ設定ファイルに TCPセク

ションを追加します。

詳細については、「設定の要件」を参照してください。

119030
Queuemanager "QMGR" not
configured in "CONFIGFILE" on
server "SERVER".

拡張対象のキューマネージャQMGRは、ターゲットサーバ

SERVER上のグローバル設定ファイルに設定されていません。

キューマネージャのスタンザをサーバSERVER 上の設定ファイル

CONFIGFILEに追加し、操作を再度実行してください。

119036

Link "LINK" points to
"LINKTARGET" but should
point to "REALTARGET" on
server "SERVER".

ファイルシステムレイアウト上、3つのシンボリックリンクがテンプレー

トおよびターゲットサーバSERVER上の同じ場所を指している必

要があります。

サーバSERVER上のリンク LINKをREALTARGETを指すように

修正し、操作を再度実行してください。

119037
Link "LINK" that should point to
"REALTARGET" does not exist
on system "SERVER".

ファイルシステムレイアウト上、3つのシンボリックリンクは、ターゲッ

トサーバにも存在する必要があります。

サーバSERVER上にREALTARGETへの必要なリンク LINKを

作成し、操作を再度実行してください。
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削除

削除

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119003
Failed to stop queue
manager with TAG “TAG” on
server “SERVER".

サーバSERVER上のキューマネージャTAG がRecovery Kitによっ

て停止できませんでした。詳細な情報を確認し調査するには、ログ

レベルをDEBUGに変更してください。マシン負荷によっては、シャッ

トダウンタイムアウト値を大きくする必要がある場合があります。

119004

Some orphans of queueman-
ager with TAG “TAG” could
not be stopped on server
"SERVER".Tried it “tries”
times.

オーファンを手動で停止し、QueueManagerを再起動してください。

より詳細な情報を得るには、ログレベルをDEBUGに変更します。

119010
Listener for queuemanager
with TAG "TAG" failed to
stop on server "SERVER".

このメッセージは、リスナーの監視が有効な場合のみ表示されます。

より詳細な情報を得るには、ログレベルをDEBUGに変更します。

リソース監視

エラー

番号
エラーメッセージ 処置

119005
Queuemanager with TAG
“TAG” on server
"SERVER" failed.

SERVER上の IBMWebSphereMQアラートログでエラーを確認しま

す。このメッセージは、キューマネージャがクラッシュしたことを示していま

す。

119009

Listener for queue
manager with TAG “TAG”
failed on server
"SERVER".

このメッセージは、リスナーの監視が有効な場合のみ表示されます。より

詳細な情報を得るには、ログレベルを FINEに変更します。

119011

“CHECKTYPE"
PUT/GET Test for queue
manager with TAG "TAG"
failed on server
"SERVER" with return
code "Code"

このメッセージは、PUT/GETテストが有効で、テストキューが存在する

場合のみ表示されます。より詳細な情報を得るには、ログレベルを

FINEに変更し、SERVER上の IBMWebSphereキューマネージャエ

ラーログ (/var/mqm/errors)でエラーを確認し、修正します。ファイルシス

テムの容量が不足していないか確認します。

119012

Client connect test for
queuemanager with TAG
"TAG" on server
"SERVER" failed with
return code "Code".

このメッセージは、リスナーの管理が有効な場合のみ表示されます。

このメッセージは、リスナーまたはキューマネージャの問題を示していま

す。

ログでエラーを確認し、修正します。

リターンコード Codeは、amqscnxc コマンドのリターンコードです。
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警告メッセージ

警告メッセージ

エ

ラー

番

号

エラーメッセージ 処置

1192
01

Listener for queuemanager with TAG
"TAG" is NOTmonitored on server
"SERVER".

これは、リスナーの管理が有効になっていないことを示

す警告です。

1192
02

Queuemanager with TAG “TAG” is not
running on server “SERVER” but some
orphans are still active.This is attempt
number “ATTEMPT” at stopping all
orphans processes.

これは、MQが正しく停止されなかったことを示す警告で

す。

1192
03

Another instance of recover is running,
exiting “EXITCODE”.

リカバリプロセスを開始したが、別のリカバリプロセスがす

でに実行中のため、このリカバリプロセスを継続できませ

ん。

1192
04

Queuemanager server connect check for
queuemanager with TAG "TAG%" timed
out after "SECONDS" seconds on server
"SERVER".

このメッセージがよく表示される場

合、 /etc/defaul/LifeKeeperのMQS_QUICKCHECK_
TIMEOUT_SCの値を大きくしてください。

詳細については、サーバ接続チャネルの変更を参照し

てください。

1192
05

Queuemanager client connect check for
queuemanager with TAG "TAG" timed out
after "SECONDS" seconds on server
"SERVER".

このメッセージがよく表示される場合

/etc/defaul/LifeKeeperのMQS_QUICKCHECK_
TIMEOUT_CCの値を大きくしてください。

詳細については、サーバ接続チャネルの変更を参照し

てください。

1192
06

Server "SERVER" is not available,
skipping.

キューマネージャ設定の更新中に、サーバがオンライン

ではありませんでした。

サーバがオンラインに戻るのを待ってから、設定手順を

再度実行してください。

1192
07

"CHECKTYPE" PUT/GET test for queue
manager with TAG "TAG" failed because
test queue "QUEUE" does not exist
(reason code "REASONCODE") -
ignoring.

テストキューQUEUEの設定を作成するか、既存の

キューにテストキューを再設定します。

テストキューの作成については、「設定の要件」を参照

してください。
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警告メッセージ

エ

ラー

番

号

エラーメッセージ 処置

1192
08

Channel "CHANNEL" does not exist for
queuemanager with TAG "TAG" (reason
code "REASONCODE") - ignoring.

存在していないチャネルCHANNELを作成してくださ

い。デフォルトでは、チャネル

SYSTEM.DEF.SVRCONNが使用されます。

チャネルの作成方法については、WebSphereMQド

キュメンテーションを参照してください。

1192
09

PUT/GET test for queuemanager with
TAG "TAG" skipped because no test
queue is defined.

キューマネージャTAGに LifeKeeperテストキューを設定

してください。

1192
10

The following program required to perform
the PUT/GET test does not exist or is not
executable:"EXECUTBALE".Test
skipped.

C コンパイラをシステムにインストールし、それが rootユー

ザのPATH環境変数に配置されていることを確認して

ください。スクリプト

LKROOT/lkadm/subsys/appsuite/mqseries/bin/compil
esamplesを実行し、修正済みサンプルプログラムの

amqsgetおよびamqsgetcをコンパイルします。

1192
11

Queuemanager "CHECKTYPE"
PUT/GET test for queuemanager with
TAG "TAG" timed out after "SECONDS"
seconds on server "SERVER".

このメッセージがよく表示される場

合、 /etc/default/LifeKeeperのMQS_QUICKCHECK_
TIMEOUT_PUTGETの値を大きくしてください。

詳細については、サーバ接続チャネルの変更を参照し

てください。

1192
12

QuickCheck for queuemanager with TAG
“TAG” timed out after SECONDS seconds
on server “SERVER”.

このメッセージがよく表示される場

合、 /etc/default/LifeKeeperのMQS_QUICKCHECK_
TIMEOUTの値を大きくしてください。

1192
13

mqseriesQueueManager::getMQVersion::
ERROR unexpected dspmqver output
(OUTPUT) – reading cached value instead
(QueueQUEUE, Queuemanager QMGR).

runmqscによるMQバージョンの読み取りに失敗しまし

た。このメッセージがよく表示される場

合、 /etc/default/LifeKeeperのMQS_DSPMQVER_
TIMEOUTの値を大きくしてください。

1192
14

mqseriesQueueManager::getMQVersion::
ERROR reading cache file output
(OUTPUT) Unable to determine
WebSphereMQVersion (QueueQUEUE,
Queuemanager QMGR),

次のコマンドを実行して、mqmユーザとして出力が生

成されるかを確認してください: dspmqver –b –p1 –f2
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Appendix A: mqs.ini設定ファイルの例

#********************************************************************#
#*                                                                  *#
#* <START_COPYRIGHT>                                                *#
#* Licensed Materials - Property of IBM                             *#
#* 63H9336                                                          *#
#* (C) Copyright IBM Corporation 1994, 2000                         *#
#*                                                                  *#
#* <END_COPYRIGHT>                                                  *#
#********************************************************************#
#* Module Name: mqs.ini                                                *#
#* Type       : WebSphere MQ Machine-wide Configuration File           *#
#* Function   : Define WebSphere MQ resources for an entire machine    *#
#***********************************************************************#
#* Notes      :                                                        *#
#* 1) This is the installation time default configuration              *#
#*                                                                     *#
#***********************************************************************#
AllQueueManagers:

#********************************************************************#
#* The path to the qmgrs directory, below which queue manager data  *#
#* is stored                                                        *#
#********************************************************************#
DefaultPrefix=/var/mqm

ClientExitPath:
ExitsDefaultPath=/var/mqm/exits

LogDefaults:
LogPrimaryFiles=3
LogSecondaryFiles=2
LogFilePages=1024
LogType=CIRCULAR
LogBufferPages=0
LogDefaultPath=/var/mqm/log

QueueManager:
Name=TEST.DE.QM
Prefix=/haqm
Directory=TEST!DE!QM

QueueManager:
Name=TEST.QM
Prefix=/var/mqm
Directory=TEST!QM
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Appendix A: mqs.ini設定ファイルの例

DefaultQueueManager:
Name=TEST.QM

QueueManager:
Name=TEST.QM.NEW
Prefix=/var/mqm
Directory=TEST!QM!NEW

QueueManager:
Name=TEST.QM2
Prefix=/var/mqm
Directory=TEST!QM2

QueueManager:
Name=MULTIINS_1
Prefix=/var/mqm
Directory=MULTIINS_1
DataPath=/opt/webmq/MULTIINS_1/data
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Appendix B: qm.ini設定ファイルの例

#*******************************************************************#
#* Module Name: qm.ini                                             *#
#* Type       : WebSphere MQ queue manager configuration file      *#
#  Function   : Define the configuration of a single queue manager *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#
#* Notes      :                                                    *#
#* 1) This file defines the configuration of the queue manager     *#
#*                                                                 *#
#*******************************************************************#
ExitPath:

ExitsDefaultPath=/var/mqm/exits/
#*                                                                 *#
#*                                                                 *#
Log:

LogPrimaryFiles=3
LogSecondaryFiles=2
LogFilePages=1024
LogType=LINEAR
LogBufferPages=0
LogPath=/var/mqm/log/TEST!QM/
LogWriteIntegrity=TripleWrite

Service:
Name=AuthorizationService
EntryPoints=10

ServiceComponent:
Service=AuthorizationService
Name=MQSeries.UNIX.auth.service
Module=/opt/mqm/lib/amqzfu
ComponentDataSize=0
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Appendix C: WebSphere MQ 設定シート

クラスタ名

連絡先

(クラスタ責任者のメールアドレスまたは電話番号 )

LifeKeeperのバージョン

オペレーティングシステム

クラスタノード 名前 パブリック IP /ネットマスク

キューマネージャーの名前

LifeKeeperによるリスナー管理 [   ] YES [   ] NO

WebSphereMQオペレーティングシステムユーザ 名前
数値

(UID/GID)

ユーザ

(例 : mqm/1002)

グループ

(例 : mqm/200)
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Appendix C: WebSphereMQ設定シート

仮想 IP /ネットマスク /ネットワークドライブ

(例 : 192.168.1.1/24/eth0)

ファイルシステムレイアウト __設定 1 -共有ストレージ上

の/var/mqm

__設定 2 -直接マウント

__設定 3 -シンボリックリンク

__設定 4 -マルチインスタンスの

キューマネージャ

__その他

共有ストレージのタイプ __ NAS (IP:___________________
____________)

__ SCSI/FC (タイプ:_____________
____________)

__ SDR

キューマネージャ/var/mqm/qmgrs/QM.NAMEの物理的場所

(デバイス、マウントポイント、または論理ボリューム)

(例 : LVM /dev/mqm_test_qm/qmgrs)

キューマネージャ/var/mqm/log/QM.NAMEの物理的場所

(デバイス、マウントポイント、または論理ボリューム)
(例 : LVM /dev/mqm_test_qm/log)
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